
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 
 

日 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  
 
 

自
分
の
一
年
間
の
目
標
を
、
学
級
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い
話
し
方

と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

１ 

聞
き
手
が
話
の
内
容
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
、
間
を
お
か
ず
に
続
け
て
話
す
。 

 
 

２ 

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
聞
き
手
の
表
情
を
確
か
め
な
が
ら
話
す
。 

 
 

３ 

聞
き
手
に
内
容
が
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
調
子
で
話
す
。 

 
 

４ 

聞
き
手
に
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
場
に
応
じ
た
声
の
大
き
さ
で
は
っ
き
り
話
す
。 

 
 

５ 

聞
き
手
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
、
で
き
る
限
り
早
口
で
話
す
。 

    
 
 

小
野
さ
ん
の
学
校
で
は
、
五
年
生
に
な
る
と
登
山
に
行
き
ま
す
。
六
年
生
の
小
野
さ
ん
は
、
去
年
の
登
山
の
経

験
を
五
年
生
に
話
す
た
め
に
、
次
の
ア
か
ら
エ
の
カ
ー
ド
を
用
意
し
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う

に
組
み
立
て
て
話
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
話
し
た
内
容
に
合
わ
せ
て
、
四
枚
の
カ
ー
ド
を
順
番
に
な
ら
び
か

え
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

   

            

   一 二 ク
リ
ア
問
題 

四
月
（卯
月
） 

 

話
す
こ
と 

選
ば
な
か
っ
た
も
の
が
三
つ
あ
る
は
ず
だ
ね
。
あ
な
た
は
な
ぜ
そ
れ
を
選
ば
な
か
っ
た

の
か
な
？
時
間
が
あ
っ
た
ら
書
い
て
み
よ
う
。 





 

〔参考〕過去の調査における正答率 

問題番号 調査の名称（実施学年） 

正答率（％） 

（上段：全国） 

（下段：長野県） 

一 平成 19年度 全国学力・学習状況調査（６年） 
55.7 

54.6 

二 平成 20年度 全国学力・学習状況調査（６年） 
78.2 

79.6 

 

 

〔参考〕出題の趣旨 

一 聞き手にとって分かりやすいスピーチにするために大切なことを理解している

かどうかをみる。 

二 スピーチの組み立ての工夫をとらえられるかどうかをみる。 

 

 

〔参考〕解答類型と反応率 

問題番号 解答類型 
反応率（％） 

（全国） 
自校の反応率 正答 

一 

 

1 ２と４と解答しているもの 55.7  ◎ 

2 ２と解答しているが，４と解答していないもの 5.1   

3 ２と解答していないが，４と解答しているもの 36.5   

4 ２と４のいずれも解答していないもの 1.9   

9 上記以外の解答 0.0   

0 無解答 0.8   

二 1 「ウ→イ→エ→ア」と解答しているもの 78.2  ◎ 

9 上記以外の解答 20.9   

0 無解答 0.9   

 


